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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第23期

第３四半期
連結累計期間

第24期
第３四半期
連結累計期間

第23期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年12月31日

自 2023年４月１日
至 2023年12月31日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (百万円) 29,147 30,412 39,200

経常利益 (百万円) 576 1,357 1,453

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 292 1,933 931

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 494 2,021 1,173

純資産額 (百万円) 15,821 18,147 16,501

総資産額 (百万円) 38,643 39,426 38,179

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 38.26 252.46 121.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 40.94 46.03 43.22
 

 

回次
第23期

第３四半期
連結会計期間

第24期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年10月１日
至 2022年12月31日

自 2023年10月１日
至 2023年12月31日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △4.99 39.04
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３ 業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しており、株主資本に自己株式として計上されて

いる「株式給付信託（BBT）」に残存する自社の株式は、１株当たり四半期(当期)純利益の算定上、期中平

均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響の縮小に伴い、設備投資や個

人消費の回復等によって好転し、社会・経済活動の正常化が進み緩やかな回復基調となりました。一方で中国を中心

とした海外の景気減退、原燃料価格の高騰など引き続き予断を許さない状況となっております。

当社グループの主な事業領域である建設・建材業界では、首都圏の再開発や生産、物流関係などの民間投資の持ち

直しと公共投資の堅調な推移により建設需要が増加傾向にあります。一方で建設資材の高騰や慢性的な施工員不足に

よる建設延期や工期遅延が懸念され、動向を注視する必要があります。

工業製品・エンジニアリング事業領域では、保温・築炉の分野で世界的なアルミ市況の悪化やステンレス市況の鈍

化が継続いたしました。その中で同じ保温・築炉の分野と環境・エネルギーの分野においてカーボンニュートラルや

新エネルギー関連といった環境を見据えた設備投資が旺盛な動きを見せております。

このような環境の下、当社グループは、サステナブルな事業活動を通じて社会課題の解決に貢献し続ける企業への

進化を目指し、新たな未来像を描いた長期経営構想「Vision2033」を策定しました。当社グループは、サステナビリ

ティ課題への取り組みと成長戦略を相乗的に推進し、企業価値の向上に取り組んでまいります。

当第３四半期連結累計期間の売上高は30,412百万円(前年同期比4.3％増収)、営業利益1,289百万円(前年同期比

135.6％増益)、経常利益1,357百万円(前年同期比135.4％増益)、親会社株主に帰属する四半期純利益1,933百万円(前

年同期比560.4％増益)となりました。

 
セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

 

建設・建材事業

材料販売につきましては、国内では首都圏の再開発物件と各地区の大口案件への出荷が順調に推移し、出荷数量及

び売上高共に好調に推移いたしました。主力商品である けい酸カルシウム板「ハイラックフネン」及び高付加価値商

品である内装不燃化粧板は、工場・物流施設、商業施設、医療福祉施設等の非住宅市場の回復とともに出荷が堅調に

推移いたしました。また、曲面施工が可能なオリジナル商品「エフジーボード」は、文化施設や自動車関連工場への

出荷を始め、順調に出荷を伸ばしました。海外輸出につきましては、台湾向け けい酸カルシウム板が前期からの繰越

物件を含め出荷が順調に推移したことに加え、「エフジーボード」の中国市場の積極的な公共投資と韓国の大口受注

により海外輸出の売上高は大きく増加しております。

材料販売全体の売上高は8,570百万円（前年同期比12.5％増収）となりました。

工事につきましては、東京・大阪を中心に再開発物件の稼働が継続しておりますが、全国的に躯体工事の遅れに起

因する工事遅延が散見されております。工事の完成時期がずれ込むなどの業績への影響が懸念されます。また、仕入

材料の高騰及び施工員不足の状況を踏まえ、継続して適正価格による工事受注ができるよう注力してまいります。

工事全体の売上高は4,584百万円（前年同期比8.4％増収）となりました。

以上の結果、材料販売及び工事を合わせた建設・建材事業全体の売上高は13,155百万円（前年同期比11.0％増収）

となりました。
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工業製品・エンジニアリング事業

材料販売につきましては、船舶関連では、自動車運搬船等の建造により防熱材や副資材の出荷が伸長いたしました

が、急速に進行したユーロ高により防熱材仕入額は影響を受けました。原材料価格の高騰や円安進行など原価の高止

まりが続く中、適正価格による販売に努めてまいります。プラント関連では、電力会社のメンテナンス計画の縮小や

延期、火力発電事業の予算削減の影響により低調に推移いたしました。保温・築炉関連では、世界的なアルミ市況の

悪化が継続し、海外向けアルミ溶融設備向け断熱材「レセパルＨＳ」の出荷が減少いたしましたが、新エネルギー転

換関連の受注が伸長し、更に利益率改善に努めたことにより、利益確保に貢献しております。環境・エネルギー関連

では、ごみ焼却処理施設の建設や大口メンテナンス需要を背景に、ＡＰコネクター受注拡大と周辺製品拡販に取り組

んだ結果、メンテナンス案件の引き合いは順調に推移しております。自動車関連では、自動車部品の供給制約が緩和

されたことで自動車各社の工場稼働が正常化し、生産活動は持ち直しております。一方で海外向けの受注は客先在庫

調整による需要回復の遅れにより出荷は低迷いたしました。また、産業機械分野では、中国景気の減速やサプライ

チェーンの混乱などのマイナス要因はあったものの、工場自動化（ＦＡ）の流れが維持されており、工作機械需要が

堅調に推移いたしました。

材料販売全体の売上高は6,118百万円（前年同期比3.2％増収）となりました。

工事につきましては、前年度末より引き合いは回復傾向にあり、特にプラント工事においてＬＮＧ燃料船タンクウ

レタン吹付工事等の受注が好調に推移いたしました。しかし売上高は複数の大型工事において前工程からの遅延によ

り予定した工期に完工できず、前年同期と比較して僅かな減少となりました。一方で、大型石綿除去工事が完工した

ことと京浜地区のメンテナンス現場の利益率が改善したことで利益確保に貢献しております。グループ各社の連携強

化のうえ、工事受注拡大と施工員確保、工事管理を徹底して利益確保に努めてまいります。

工事全体の売上高は11,094百万円（前年同期比2.1％減収）となりました。

以上の結果、材料販売及び工事を合わせた工業製品・エンジニアリング事業全体の売上高は17,212百万円（前年同

期比0.3％減収）となりました。

 
その他

不動産賃貸収入につきましては、売上高は44百万円（前年同期比8.3％増収）となりました。

 
 (当社グループの四半期業績の特性について)

当社グループは不燃建材の製造、販売と共に建設・建材関連工事及び工業製品・エンジニアリング関連工事の設

計、施工を主な事業としており、それら工事部門の売上高は全売上高のおおよそ５割を占めております。工事契約に

ついては一定の期間にわたり収益を認識しており、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積ることができない

が、当該履行義務を充足する際に発生する費用を回収することが見込まれる場合には、原価回収基準により収益を認

識しております。

わが国では、事業年度を４月から翌３月までと定めている企業が多いため、工事の検収が年度の節目である第２四

半期及び第４四半期に集中する傾向があり、なかでも工事期間の長い工業製品・エンジニアリング関連工事において

は第４四半期への集中が顕著であります。このため、当社グループの業績には季節的変動があります。

 
(資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,247百万円増加し39,426百万円とな

りました。この主な要因は、完成工事未収入金及び契約資産が減少した一方で現金及び預金、電子記録債権が増

加したこと等によるものです。

 
(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ398百万円減少し21,279百万円となりま

した。この主な要因は、未払法人税等、支払手形及び買掛金が増加した一方で短期借入金が減少したこと等によ

るものです。

 
(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ1,646百万円増加し18,147百万円とな

りました。この主な要因は、土地再評価差額金が減少した一方で利益剰余金が増加したこと等によるものです。
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(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した、会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定につきましては、ウクラ

イナ情勢等による原材料・エネルギーコストへの影響も含めて重要な変更はありません。

 
(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、322百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動に重要な変更はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,778,000 7,778,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株でありま
す。

計 7,778,000 7,778,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。　

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年10月１日～
2023年12月31日

― 7,778,000 ― 3,889 ― ―
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2023年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 19,400
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

77,301 ―
7,730,100

単元未満株式 普通株式 28,500
 

― ―

発行済株式総数 7,778,000 ― ―

総株主の議決権 ― 77,301 ―
 

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が700株(議

決権７個)、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」の導入に伴い株式会社日本カストディ

銀行（信託E口）が所有する当社株式が97,500株(議決権975個)含まれております。なお、当該議決権

の数975個は、議決権不行使となっております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式24株が含まれております。

３ 当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(2023年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

　

② 【自己株式等】

2023年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エーアンドエー
マテリアル

 
横浜市鶴見区鶴見中央
二丁目５番５号

19,400 ― 19,400 0.24

計 ― 19,400 ― 19,400 0.24
 

(注) 業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託E

口）が所有する当社株式97,500株は、上記自己株式に含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年10月１日から2023年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,046 2,775

  受取手形及び売掛金 4,724 ※２  4,555

  電子記録債権 2,446 ※２  3,134

  完成工事未収入金及び契約資産 5,543 5,137

  商品及び製品 2,584 2,647

  仕掛品 153 176

  原材料及び貯蔵品 453 426

  未成工事支出金 28 29

  その他 1,029 1,477

  貸倒引当金 △3 △14

  流動資産合計 19,006 20,347

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,812 1,842

   機械装置及び運搬具（純額） 2,185 2,215

   土地 13,335 12,617

   その他（純額） 487 947

   有形固定資産合計 17,822 17,623

  無形固定資産 441 485

  投資その他の資産 ※１  909 ※１  969

  固定資産合計 19,172 19,079

 資産合計 38,179 39,426

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 4,813 ※２  5,340

  短期借入金 7,061 5,966

  未払法人税等 78 849

  賞与引当金 397 213

  引当金 45 39

  その他 2,930 2,745

  流動負債合計 15,327 15,155

 固定負債   

  長期借入金 55 5

  退職給付に係る負債 2,628 2,584

  訴訟損失引当金 107 111

  役員株式給付引当金 61 44

  再評価に係る繰延税金負債 207 153

  その他 3,290 3,222

  固定負債合計 6,350 6,123

 負債合計 21,677 21,279
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,889 3,889

  利益剰余金 12,318 13,985

  自己株式 △156 △144

  株主資本合計 16,050 17,730

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 125 172

  土地再評価差額金 471 349

  為替換算調整勘定 △22 △2

  退職給付に係る調整累計額 △124 △102

  その他の包括利益累計額合計 450 417

 非支配株主持分 0 -

 純資産合計 16,501 18,147

負債純資産合計 38,179 39,426
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 29,147 30,412

売上原価 23,675 23,958

売上総利益 5,472 6,454

販売費及び一般管理費 4,924 5,164

営業利益 547 1,289

営業外収益   

 受取利息 4 4

 受取配当金 19 22

 為替差益 34 61

 その他 48 32

 営業外収益合計 107 120

営業外費用   

 支払利息 43 45

 その他 34 7

 営業外費用合計 78 53

経常利益 576 1,357

特別利益   

 訴訟損失引当金戻入額 50 -

 固定資産売却益 - ※１  1,435

 投資有価証券売却益 - 38

 特別利益合計 50 1,474

特別損失   

 訴訟損失引当金繰入額 107 4

 石綿健康障害補償金 ※２  41 ※２  87

 特別損失合計 148 92

税金等調整前四半期純利益 478 2,739

法人税等 186 806

四半期純利益 292 1,933

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 292 1,933
 

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

11/21



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

四半期純利益 292 1,933

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △4 46

 為替換算調整勘定 154 20

 退職給付に係る調整額 51 21

 その他の包括利益合計 201 88

四半期包括利益 494 2,021

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 494 2,021

 非支配株主に係る四半期包括利益 0 -
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

税金費用については、一部の連結子会社を除き、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しております。但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会

社については、法定実効税率を使用して計算した金額を計上しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

(追加情報）

(役員向け株式給付信託について)

当社は、当社の取締役及び執行役員並びに当社子会社の取締役（当社及び当社子会社のいずれにおいても社外

取締役を除きます。以下、「対象役員」といいます。）の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確

にし、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に資することを目的として、業績連動型株式報酬制度「株式給付

信託（BBT）」を導入しております。

イ．取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託を「本信

託」といいます。）を通じて取得され、対象役員に対して、当社が定める役員株式給付規程に従って、当社株式

及び当社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下「当社株式等」といいます。）が本信託を通じて給付され

る業績連動型株式報酬制度です。なお、対象役員が当社株式等の給付を受ける時期は、原則として対象役員の退

任時となります。

ロ．会計処理

株式給付信託（BBT）については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第30号　2015年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。

ハ．信託が保有する自己株式

本信託が保有する当社株式は、連結貸借対照表の純資産の部に自己株式として表示しております。当該自己株

式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度135百万円、107,600株、当第３四半期連結会計期間122百万円、

97,500株であります。

 

(訴訟)

横浜第１陣集団訴訟

2021年５月17日最高裁判所より、原判決が破棄され審理が差戻しとなっていた部分について、2023年５月31日

東京高等裁判所から、当社を含めた企業３社に対する損害賠償金及びこれに対する遅延損害金の支払いを命じる

判決の言渡しがありました。これに対し、当社は最高裁判所に上告しておりますが、原判決どおりに確定した場

合に備え、訴訟損失引当金４百万円を計上しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

投資その他の資産 △49百万円 △40百万円
 

 

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日または決済日をもって決

済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形及

び電子記録債権が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

受取手形 ―百万円 86百万円

電子記録債権 ― 〃 60 〃

支払手形 ― 〃 410 〃
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

土地 ―百万円 981百万円

建物 ― 〃 454 〃

計 ―百万円 1,435百万円
 

 
※２ 石綿健康障害補償金

前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

石綿による健康障害により死亡、あるいは治療中の方で労災認定され、当社事業との因果関係が特定された方に

対する補償金であります。　

 

当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

石綿による健康障害により死亡、あるいは治療中の方で労災認定され、当社事業との因果関係が特定された方に

対する補償金であります。

 

EDINET提出書類

株式会社エーアンドエーマテリアル(E01163)

四半期報告書

14/21



 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

減価償却費 556百万円 582百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

 
１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 193 25 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金

2022年11月９日
取締役会

普通株式 155 20 2022年９月30日 2022年12月１日 利益剰余金
 

（注）１.2022年６月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式

107,600株に対する配当金２百万円が含まれております。

　   ２.2022年11月９日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式107,600

株に対する配当金２百万円が含まれております。　

 
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

 
１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日
定時株主総会

普通株式 193 25 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

2023年11月８日
取締役会

普通株式 193 25 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金
 

（注）１.2023年６月29日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式

107,600株に対する配当金２百万円が含まれております。

　   ２.2023年11月８日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式97,500

株に対する配当金２百万円が含まれております。　

 
２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設・建材事業

工業製品・

エンジニアリング

事業

計

売上高        

 一時点で移転される財 7,621 5,929 13,551 － 13,551 － 13,551

 一定の期間にわたり移転
  される財

4,228 11,326 15,555 － 15,555 － 15,555

顧客との契約から生じる収益 11,849 17,256 29,106 － 29,106 － 29,106

その他の収益 － － － 41 41 － 41

外部顧客への売上高 11,849 17,256 29,106 41 29,147 － 29,147

セグメント間の内部
売上高又は振替高

62 41 104 － 104 △104 －

計 11,912 17,298 29,210 41 29,251 △104 29,147

セグメント利益 1,160 382 1,542 23 1,566 △1,019 547
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額△1,019百万円には、セグメント間取引消去85百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,104百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

建設・建材事業

工業製品・

エンジニアリング

事業

計

売上高        

 一時点で移転される財 8,570 6,118 14,688 － 14,688 － 14,688

 一定の期間にわたり移転
  される財

4,584 11,094 15,679 － 15,679 － 15,679

顧客との契約から生じる収益 13,155 17,212 30,368 － 30,368 － 30,368

その他の収益 － － － 44 44 － 44

外部顧客への売上高 13,155 17,212 30,368 44 30,412 － 30,412

セグメント間の内部
売上高又は振替高

53 71 125 － 125 △125 －

計 13,208 17,284 30,493 44 30,538 △125 30,412

セグメント利益 1,848 526 2,374 26 2,401 △1,111 1,289
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額△1,111百万円には、セグメント間取引消去90百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,201百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

１株当たり四半期純利益 38円26銭 252円46銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 292 1,933

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(百万円)

292 1,933

普通株式の期中平均株式数(株) 7,651,225 7,657,085
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しており、株主資本に自己株式として計上されて

いる「株式給付信託（BBT）」に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式

数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第３四半期連結累計期間

107,600株、当第３四半期連結累計期間101,540株であります。

 
２ 【その他】

2023年11月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（１）中間配当による配当金の総額…………………………193百万円

　（２）１株当たりの金額………………………………………25円

　（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日………………2023年12月１日

（注）１　2023年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

２　配当金の総額には、株式給付信託（BBT）が保有する当社株式97,500株に対する配当金２百万円が含まれ

ております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年２月８日

株式会社エーアンドエーマテリアル

取締役会  御中

EY新日本有限責任監査法人
 

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 渡   辺   力   夫  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 唯   根   欣   三  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エーア

ンドエーマテリアルの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2023年10月１

日から2023年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エーアンドエーマテリアル及び連結子会社の2023年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以  上

 
 

(注) １ 上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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